
関西電力グループは、「ゼロカーボンエネルギーのリーディングカンパ

ニー」として、2050年までに事業活動に伴うCO₂排出を全体としてゼロ

とすることを掲げ、地域とともに歩む持続可能な社会の実現を目指して

います。当社は、水素を次世代の重要エネルギーと位置づけ、製造・輸

送・供給から発電利用に至るまで、サプライチェーン全体の確立に向け

て取り組んでいます。

発電利用では経済産業省やNEDOが進めるグリーンイノベーション基金

事業に採択され、姫路第二発電所の既設ガスタービンを活用した水素混

焼発電実証により水素発電の商用化に不可欠な運転・保守・安全対策な

どの運用技術の確立に取り組んでいます。

2025年4月に実証試験を開始し、同年6月には事業用大型ガスタービンと

して国内初となる体積比で水素混焼率30％を達成しました。本実証で発

電した電力の一部を大阪・関西万博へ供給するなど、ゼロカーボン電力

の実用化にも貢献しました。

当社は早期の水素サプライチェーン構築を見据え、海外製造水素の調達

検討、姫路エリアでの受入・貯蔵・利活用に向け検討を進めています。

また、国内の再生可能エネルギーや原子力などを活用した水素製造の検

討にも取り組み、地域需要を踏まえた最適な供給モデルを検討していま

す。水素混焼発電実証で得られた知見を活かし、水素発電の可能性を追

求するとともに、産業・運輸部門への水素利用拡大にも貢献してまいり

ます。

関西電力株式会社は1951年の設立以来、電力の安全・安定供給を使

命に、地域とともに歩んできました。現在は、電気だけでなく、都

市ガスの販売、地域熱供給、ゼロカーボンエネルギーの提供、EV・

蓄電池を活用したソリューションなど、暮らしと産業を支える多彩

な事業を展開しています。また、情報通信や不動産開発、スマート

シティなどグループの総合力を活かし、社会インフラの高度化にも

取り組んでいます。さらに、2050年の「ゼロカーボンビジョン」の

もと、再エネ拡大や原子力の安全活用、水素・アンモニアなど次世

代エネルギーの導入を検討し、未来の低炭素社会を牽引してまいり

ます。

関西電力株式会社

事業用大型ガスタービンでの体積比３０％水素混焼発電を国内初達成
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